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雲間回鴇
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今年度の夏7月25日から8月3日まで岩井堂岩陰遺跡第4洞穴の発掘調査を実査しまし

た。

調査期間中の半分近く雨天になやまされ、その調査は大変なものでありました。このよ

うな悪天候にもか Lわらず、全国的に見てもめずらしい洞穴入口の施設が発見され、多大

の成果を得て終了できたことはひと えに調査員山下孫継、 国安寛両氏の協力と、 調査に参

加して協力してくれた秋田大学々生、京都大学々生、明治大学々生、 立正大学々 生、 県立

湯沢高等学校、県立湯沢北高等学校、県立増田高等学校、県立羽後高等学校生徒の援助の

たまものと思います。

こうした発掘調査の結果をまとめたのが、本報告書であります.

ついては専門家はもちろんのこと、文化財に関心のあるかたがたのご活用をお願いしま

す。

最後に本報告を刊行するにあたって執筆から図面作成までおこなってくれた山下孫継氏

ならびに国安寛調査員、上記大学生、高校生、地元雄勝町のかたがたに心から感謝の意を

表したいと思います。

昭和 45年 3月

秋田県教育委員会

教育長伊 藤 忠
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1 調 査 概 要

調査員)

秩田県雄勝郡雄勝町上院内矢込沢国有林地内岩井堂岩陰遺跡内。

第 4洞穴前面第 6{ji調査、洞穴前面A トレンチ肱張、地下洞穴内部第 1

次調査。

秩田県教育委員会教育長 伊藤忠二、雄勝町教育委員会教育長 小山田

文<

日本考古学協会会員 山下孫継。県立湯沢北高等学校教諭 国安寛

(遺跡所在地)

(調査 内容)

(調査主体者)

調賓期日) 11日平1 1 44年 7 月 25 日 ~8 月 3 日 計10日間

2 調 査 日 主
じ
-
一
，
==nH 

調査 日誌
そ如44年 7月25日 去り

午後 1時、県・ !flJ発掘事務担当者、調査員、発掘補助員等、発掘本部の雄勝町院内支所

に実合し、打ち合わせと発掘補助員に対して今次発掘の目的や意義等を説明し、その後現

二弐況視察・調査器材の整備や明日よりの発掘準備を行なう。一方、宿泊計画用具の整備

こあたる。

ナ月26日 晴れ後曇り

Zき掘担当者 ・羽後 ・湯沢 ・湯沢北各高校生 ・大学生 ・人夫計38名によ り、午前 8時30分

4 り作業開始、最初の作業は、第 4 1問穴A1~8 区の昨年よりの落土をあげる ことと、 9

-15区の組掘した今年度拡張部分の掘り下げを行なう 。9~15区は作業終了午後 5 時にO.

-1.2m掘 り下げる。地下洞穴は入口上部0.4m位が露出。

ー月27日 雨後晴

朝 日同様担当者各校26名にて、まず昨夜の雨のため、と くに 2~8 区の揚水作業をあき

£・んにて行なう。後、掘り下げ作業を行なったが大きな崩岩のため作業難行す。午前10時

q:h大生1名・五十嵐氏到着、午後増高生12名到許す。第9層の黒土層は8区で終る。同地

Aより土器片でる c 13-15区は作業終了時9層の少し上まで掘り下げる今同区地表面より
;-22m 

一月28日 大雨

大mのため作業中止。
千前、高校生を対象と した学習会、明大菅原君「石器について」。午後、 石器の実測を

六唆生の研修をかねて行なう。

ー月29日 大雨

大雨のため作業中止。

~ 日 同様学習全、秋大畠山君 「土器について」 。

ー月30日 大雨

大作jのため作業中止。 リクリ エーシヨンと学科会を行なう。
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7月31日大雨

大耐のため作業中止。

リクリエーシヨンと学習会を行なうが、連日の雨で高校生は少々体をもてあましている

様子である。

大雨中、 トレンチ内の揚水を、 小型揚水器と地元消防団の消防ポンプで行なう 。

8月1日 JI，'fれ後雨

調査人員36名で、まずあきかんを利用して揚水を行なう 。その後、 5"，11区9W)を重点的

に発掘す。午後3時頃土器片約60点発掘す。作業終了頃9区より河原石6個出上す。 6-8

区 9用がO.21TL -0. 31TL位のj手さで出現。 (7月27日発姻の黒土問と近い)。
8月 2日 II占れ後l羽

調査人員39名、昨 日に引き続き 6"，10区 9J曹の残り発掘、 8区は10府に達す。 Cトレン

チの・也クシヨンをとる。継続的な l'l{jのため作業困難となり時々作業を中止しながら進め

る。 Cトレンチより無文土器・フ レーク等出土す。

8月3日 11庁れ

文化財保護協会雄勝町支部員午前10--11時見学す。 Cトレンチ 8--10区を9J¥1めざして

発掘す.

予定通り午前中で作業を終 fす。

大雨のため初期の目的を達しえなかったので、協議の結果、9月13・14日に発掘続行を

決定して解散す。

9月13日陥れ

午後1時、発掘担当者 ・羽後 ・増田 ・湯沢 ・湯沢北各校生および大学生計58名が雄勝町

院内支所に集合し、午後 2時30分よ り作業を開始す。 A トレソチ 9府の土揚げよ りはじめ

る9--14医9居よ り土器片出土す。

9月14日晴れ

前日と同人数にて午前8時30分より作業を開始す。 A9 "，10区11同上部のが己脇-げ、 13"，

15区9府の掘り下げ、Cトレソチ8-10区9陪sを掘り下げる。 Cトレンチは深くなるに従

って府Jf不明確となる。 Al3・14・15区境界より河原石出土す。

今同の追加発掘調査もA トレンチ11J同とそれ以下を確認できず、またCトレンチ内も一

部発掘したのみで、結局目的を達しえなかったので、来年度に調査発掘を実施することに

して、午後解散す、 (国安究)

3発拍!

昨年度は第4YlnJ火前面Aトレンチ第9J凶の同位(深さ地表下4.601TL) で地下回没洞穴を

発見したが、 最初発見した入口は非~rf，'に狭く 、 かっかj 口内部の傾斜が急で人の出入りもむ

ずかしかった弓ところが洞穴内部には崩土の流れ込んでいる箇所があって、 どうやらそこ

は外部に通じる別の入口のように思われたので、本年度はその別の入口らしい地点を含む

よづに、irn]外A トレンチを拡張することにした。すなわち岩宅前面のA トレンチの幅を向

って左方〈北方)へ41TL拡張し、 IUトレンチの幅 4mに令わせて81TL帽のト レンチと した
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この肱張トレソチの前方 (西方)への長さは旧トレソチのそれと同じで8m。旧トレソチ

よ内部を2rrfに区切って 8区としてあるので、新拡張区も同様に区切って8区としたから

新旧両トレソチを合算すると区散は16区となった。その区名および配置は測図2を参照さ

11たい.

本年度の発掘は先ず旧トレソチの、昨年度掘り残していた第7--8区を地表から第9阻ま

で掘り下げA トνンチの最外端部に当る第 81)(においても、多数の貝殻文土器片と石器を

得た。

新拡張K第9--16区は人夫を使い、調査開始以前に第9肘の直前部まで組掘りさせた。旧

トレンチで発見した縄文後期以後の上府部生活面と第5・7府の縄文早期末の生活面は、い

ずれもこの新拡張区の位置までは延びていないことが前もって予測されていたか らであ

るr ところが人夫による粗掘りも、径2"，3mもある巨大な崩岩が2個、それに次ぐ大岩塊

ポ数個埋まっていたので、作業は決して楽ではなかった。思うにこの位置には骨つては大

Jf庇が突出していて、それが何同かの岩崩れで跡形もなく消失てしまい、その岩塊が地下

苛く埋没するに至ったものと思える.かくて調査前日までに第 9層まで掘り下げることが

できたのは結局第9"，10区と第13........14区の合計4[.x:だけで、第11........12区および第15........16区の

-! ^:は排土運搬のための通路として調査対象から除外しなければならなかった。

然しそれにも関らず、新拡張医第 9間発掘の成果は予泡!以上に大きかった。多量の遺物

を包含する第 9間の黒土用は、既に調査のすんでいる|日区の第1........2区と今回痢り下げた第

5----8区の上に、新拡張区4区合加えて叶10区分44平方mの鰐ろく程広い面較に広がってい

七。地下埋没洞穴中からも第 9間遺物が出土していることは既に報告済みであ るが、この

竜文早期生前面は岩壁前面に広がるこれら新旧トレンチや洞穴内部のみに止まらず、j同外

湾1........2区の南側側壁中にも、第13--14区の北側側壁中にも、また第11区と第15区の西側側

海中にも鮮明に喰い込んでいて、到底縄文早期のものとも思えない程規模の大きいもので

あった。

トレンチ側壁の断面で見るこれらの第9陪土用は黄色の厚い無遺物崩岩閣にはさまれて

f主かな1m色を呈する一直線の土問であったが、厚さは全面わずか10--20cmの薄府でこの簿
.、士府中に後述するおびただしい種類と数量の貝殻文土器片が包含されていたのである。

このことは例えその各種土器の文様や器形の担原がそれぞれに異っていてもある一時点、

寸なわら第 9府の形成期には疑う 余地もなく共存していたことを示すと同時に、本間中に

ふく まれる各型式土器はいずれもお互いに共存すゐ時点を持たない程遠く隔絶した時代の

4物ではなかったことをも意味するものであろう。

i立榊としては地下洞穴入口左側のA トレソチ第9ト，"'，1とそのやや前方乃第13区、さらにま

七その前プJ の第 141.x~の 3 箇所に、 径20"，30 cmの向原析を数個不規則に置いた場所があって

その周辺で造物とともにおびただしい木炭や煉瓦色に焼けた石、焼土などが発見された。

これらの不規則に置かれた大形の何原石群に炉問らしい一定の配置を認めることはできな

かったが、その内の 1箇ー苛(71iiJ口左脇)では数個の河原石の中央部から同一個体に属する

よ域的大形のn殻文土器の破片が多数11'，1:した。これは河原石群の狭間に倒れないよ うに
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尖ほこI:~:~が立てられて 、 その周辺で六炊が行われたと凡るべきであろう。大形の平底土器

官用いた後世の点バきと尖底 1-J:fを丹!I.、る縄文早期の埼合とは点炊きの形式も自ら異って

くる Fで、この積lliれを後i吐のそれのIA!lくただちにかhLと考えることには'レし無理がある
ようである。

一昨年f(t.'f :-lIl U'{ド(第11)(:)で発比したtull)¥ ... )の_)11'Ii'1ウ土保包含1¥"1を出21メ:から加3......4

1，(へと.iu跡するf'1業は述日の'従If:iで不可能となってしまった。

本年目;E払リしした祈iベの第1]r.1は、期tlllr:j Iにそσ今而i(郡 9--121)(:およひ節目--161，()を

)j~ .lj"!寸ることは到底不可能なので、第9--101<の21'(だけに限定して作業を進めたが、そ

でも最軒目までに第11層に注することかできたのは第91.>(のただ 1[>(のλで、その上府

もねずかに上而iをお11し、IL而1の遺物を多少照臭iしf!}た程度であるから、同附下部の状況

などは切愉.fI羽生わからないが、 )ij(!Íの :U\ 1~で考えるとこの地点すなわちかl火前ブj部の卸11

1川の状態は1111，(出 11，(の状態とほとんど変るところがな く、f'f!Ifr;(fγド1mねがやや平坦で

それから前ブjは急傾斜をなして下1;干し地中昨く pjtt、込んでいた o ir~ 1 !>(ではこの節目肘の

下はお艶になっていたが、 ~I ~J i":内部には洞口部までし盤があるので、これが恐らく ilriln OIj 

)j郁まで張り出しているものと P伝える.

地下71・・l火内のトレンチはmlJI'42に;j'"--rごと くニZしをCトv ソチと名すけ、日1[べからお
191.，(まで1m?に|ベ切り、今年度は1llil外A トレンチ加 91'(からihi)内奥時に至る l直線上の 4

1-<. (日8--JlI<)だけを制配することとした。その 11(I{Jけillil内とilli)外の地附のA続関係を

~[:jW したかったがためである r

711i)内の上M部上，，'1は員色土附で、厚さは111i)'.1さが最も持く 15cm、 ~lli) 口 部最も厚く 60cmであ

ゐ.上Tîはi疑似れのJ.ûi岩・円であるかI~i)外の 411<蹟j.{;.の大計塊をふくむことなく、比較的細

かL、土質であった。恐らくこれ法一度jfaiVJでふさがった11_ n の透き F~から細かい崩土ばか

りが流入してきたためで、この附中からは泣物が少政、しかも7[1ilnに近いところから発凡

されただけであった。

illi)内で本棉!'I{Jにill物を出上する地)¥1は抑2'""1で、々れはilli)外部91刊に持統し木炭や就け

iiを多iltに包合する l:忠の上肘でおった.ニの出 9kf(11411内出2同)の厚さは10cmで遺物

は非常に多かった。 内 ¥1'3闘は CiJ外U10肘)は前説色の無iti物}jv!-2;ドで、71';)内部4}ri1 

はまたi嗣外11~'1に fをふ二する.，土肘(斗物包合肘 j であった。ところがこのω1) ~'1以下はれ

盤まで刊か20・mしかなく、かっ-1:色は-'li盤までほとんど変らないので、その中で更に細か

L、!けIf;を蛾別すゐことなほとんど不 nHl~であった。そして勿論この肘中から出11 )付近物は

多祉に11¥1:しrが、111]1I!1'にild)外前111，，'1からは全然11¥ 1:しなかった文椴の土山)1-もまたIIS成
多数出J:しているのである。私らくこれは第12"'''，1もしくはそれ以下の附位の泣物にちがし、

ないと思うのでゐるか、然、しそれをかj内たけでゾfJltすることは残念なから小吋能であっ

fニe
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4 遺

造物は土器石器の他に~IPJ穴内部から多量の骨片が出土している。いずれも小崎乳動物や

巧額などの骨片らし く、火に焼かれて可成り細かく砕け、かっ相当変形もしているらしい

「で現在胸当な鑑定者を物色中であるから、以下土器と石器の類についてのみ記述するこ

ーとする。

(上府部追物)

新拡張医(第9"" 16区)の上I'~部からは表土近 く から土器片 3 片、地下洞穴illïJ 口部から

こ3個体分36}十、頁粁片剥3)fが出土しただけであった。

ぷ士近くから出土した3片は|円トレンチ最上間部から出土したものと 同じ土師器の破片

で、円部と台日1)との接合部あたりかと思われる厚みある破片で早い時期の土師器と思われ

ξ むのである。色調陪紅色、胎土は細かし、が大粒の砂粒をふくんでいる。

地下部iJjえの入口附近から出土した土語片中21)十は表面斜行縄文のみで、内面に不整な条

、をもっ土器 (第3医師、めである。色調符紅色、制砂をふくむが焼成比較的竪徹、器

テ .111111である。

三遺跡旧トレンチ第5屑からは2世間縄文内面条痕文で、縄文以外の装飾文が全然ないも

.-， i_ ¥出土、第71円からは器商ny田部に縄文以外の装飾文をもっ土器が出土しており、両者

ζ もiこ東北地方特有の縄文条痕づく土保群に属するものであるが、前記土器片は制II文以外に

五ケ交が見えないので、第 5)M土器の仲間と考えるべきであろう。

王個体l1}f(第3図7・8)には太い隆起線文上に粗い刻目があ り、その周辺に棒状器具
コモ苅を逆さに押し上げながら突いた粗い刺突の連点文が見えるもので、色調赤褐色、大

'~て3砂粒をふくみ、既成中位、 ~if厚12111111 の厚手土器である ε また別個体3片(第3図9) は こ

てこ叫た土諮だが色調黒掲色、器厚10111111の厚手土器で、ロ層部内角が削られたように薄く

七り、その部分だけが外傾している。器商文様には浅く太い 1本の沈線と竹管文の列点と

A つ尋下をめぐり、頭部にも山形の太い沈線と 2列に並んだ竹管文が見える。 これらの竹

、，t.工みな斜めに傾けて刺3たしたもので、竹管の空i阿部がよく見えるものである。この種
l乃~-.疋述点文は茶山上層式などに見られるもので、 東北地方でいうと素山上!日式、 槻木上

ミ七どに併行し、本遺跡では第7府の装飾文ある縄文条痕文土器に一番近いものと言う

きであろう 。

t上!伺部の石器)

台加工のT-i斧状石器(第31米110)で先端が薄く鋭いj十刃をな しているものが 1個。全

;7):!;IJI十が2J1守11¥ 1-ーしている。
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t ~\ 9)¥0'1 1:緋)

各ト νγチ各|ベのill物Ul土量は下裂の通りである. (抗1Jr()

トレ τ ill物11メ:21{:11メ:/11-( 5rx: 61 <.: 71イ81'く9区101><~ 111?( 12区13f><'1'1[><' 15区16f)(水洗計
y 

A i.i I ~ 1 21 37 19 10267 ~ (ì :3 81 204 I 112 830 
.0. • illlJ ~:~ 

しふ5j;; 3 3 G 23 1 6 3 J 24 69 

c ........主 10 11 1.! 26 52;'  2 366 511 
・，，11' (;j': 

L4ez l G 768215243 
~i~ 9 ，，'1はよi殻文土総を主体とする縄文)fl.期造物包合!刊で、既往I:U.L上総については駄目

県教有害員会刊「お)j:常YJAj立 ..， 発掘調吉報告了?!秋問 U~文化財凋在報告書第16長、 昭和

4..t年3川、に分茸li記峨してあるが従来のものは柄々の政1¥，の断片的な交線を分知記述した

だけで、 J，H!l比成の全体の婆や加盟がほとんど全く不明であったが、本年度はトレンチ拡

張によって多泣の I，~fm 1:日jトを件、大配分の文f..j..についてほぼ全体の支持構成や蹄型が推

察できるよ号になった"以下頂汰C"，4tの各種文抵却に今年度追加発見した破片数と、それ

によって rリ l則した ~t>kや ?a!.i形について説明を加えて比たい。

A Ui "Z1~~' 一一上下|司側を、I~行沈紛で侠んだ浮'x:(i()な附起線がng:Jl fflSをめぐり、その下に

斜行する・|ι行沈純えがあり、そのI~ え (1りな隆担糾のうえや斜行する平行沈線の内部に以鼓

腹絃の刈点女を力11 えたものがAふ〈慌である。今年以.;]~見4片{沼3凶11) 。これらの般片

によって存文的経記時の上部が無文外反した口庭部であるらしいこと、およひ作文的隆起

線の上には所々にJ行頭火の低い'夫起があるらしいことなどがわかった。 n居上端部、胴部

、下山部の日出版文械は依然不明。

B ';1;{弘一一半は竹廿のi肉親または曲線の平h批:f!誌を組み合わせて問胴部文掠帯をつく

り、その平行沈訟の内町や周辺を民放政iL圧払文で飾り、かつ平行に・4の交差するあたり

に刊一七を配したものがBん!セ様であるが、今勾追加究}とした破片 品教は44片 r第 3図12-

17)従米ニの面上限の 11紋部の女時J形態は不明であったが、本字fJ立はn紋波状を日し、そ

の平らなロjづ上而には粍く抑えられた撚糸の正民久が斜に印せられており、路面ぢ〈峨とし

て11n JtJドに 2 本γ行の波状沈叫がめぐり 、 その下に、lι行沈線で J!~1iする女級やI~~画文を

えがL、たものであること、およひそれらの沈線はみなJl殺腹報士で炉られ、かつ平行枕綜

の所々には並列する 2個')小さくメL¥'、竹管文が配されていること、また平行以:線の空間を

民法服誌!制品交でJiJlめたものもあることなどがわかった。従米の般Jl'ではこれら、ド行沈線

による1:''-'1部文様帯のドまは2本の政:1A:'X土産で何さJ、その下山が全く無文の尖政土器と
セっていることがわかっていたから今[liJの追加発見でほとんど全形がわかったこととな

る。またこの積 1:(，出Jl"中に rl縁部l人打([JにH殻腹紘正浪士を起〈縦位に故べたものが 4)十{

第 31ヌ1 1 :~ 、 11) またよi位 r )J.íl紋で脳文した擬似爪]静化か故列さをたもの(第 31~115 、 16)

が21 _1'')って点而文椋の威子もほぼ判明した。

C 文様一一段く太いH訟の摘A条瓜文上に斜行の予行沈i;'ri<，IJ¥~'Uj向に走って、 J剖;ー
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匿に縦位の幾可学的文様を拡げるものがC類文様であるが、この種土器片は今年度69片発

EZC 内39片(第3図18)は従来のものと同一個体で口縁部破片によると、この土器は口

t波状を呈し口層上面に刻目、器面文様は縦位異方向の平行沈線文が口縁部最上端からは

二ま り地文は横走条痕文、器形も口縁部が少々外反するものであること、平行沈線文の上

こ指頭大の低い突起をともなうこと、などが判明した。然し同種文様中にも多少パラエテ

ノーがある ようで、別個体24片(第3図19)では口層部が軽く外反、平らな口屠上面には

手糸圧痕文が斜に走り、器面文様は口層部から下方へ縦位異方向斜行の平行沈腕文が走り

、その平行沈線の上には貝殻の腹縁圧痕文が装飾的に加えられている。色調暗茶褐色、器

1-;側、胎土は粘土より砂粒の方が多く器面が剥離してポロボロこぼれ落ちる程で、焼成

Fこぶる不良である。

またもう 一つの同種別個体の破片6片(第3図20)は横走の条痕文上に異方向の非常に

/~太い平行沈線が引かれたもので、色調黒褐色、細砂を含み、焼成中位、器厚 7"fIであ

• ・
【
断

F額文様一一F類文様には口居直下に箆書きで太く不規則な小波状文を2本めぐらせ、

-i" ."')下部に斜行する平行沈線の見えるものと、口縁波状を呈しその下に箆書きの太く不規

、セ小波状文を 2本めぐらせ、その下に平行沈線を直角にまじえ、その周辺に笛文を配し

んもの との 2種類があるが、本年度前者に属するものが 1片(第3図21)、後者に属する

:今が4片(第3図22.23)、同種別個体のものが27片(第3図24)、出土している。第1の

lむJつではn居下の文様が異方向斜行の平行沈線でえがし、た幅広い縦位の文様であることお

よびロ縁部は軽く外反したものであることなどが判明した。第2のものもロ縁は外反して

.て、衷面に縦の腹縁刺痕文がある ことがわかった。男IJ個体27片では口層部が外反かつ波

を塁しその波頂部には 3対の小突起があり、中央の最大の突起はその頂点が指頭でつま

ふとlJたように幅広くひろがっている。器面文様はその波状口縁にそって 2本の太い小波

校三時がめぐ り、その下の頚胴部文様は平行沈線と波状沈線を縦位異方向に斜行させたも

である。そしてそれらの平行沈線や波状沈線の上には、貝殻腹縁圧痕文1/軽く押印され

て::_.''J、所々に宮文が配されている。口層部内面には縦位の短い貝殻腹縁刺痕文がならん

で るa 色調淡褐色、胎土に砂粒がふくまれているが焼成中位、器厚8闘の比較的大形の

F ζである。

G tf;文様一一本類は貝殻文のみを使用した土器を一括提示したものであるからすべてが

r[;lr文燥であるとは言えない。
昨年度復原に成功した唯一の員殻文土器の破片を1片(第4図32)のみ追加発見、斜位の

Fて・臨禄圧痕文を帯状に8段程ならべた純粋に貝殻文のみの文様である。

写生三度新しく出土した同一個体の破片が6片。内1片は可成りつよく外反する口縁部破

官 4叫31)で、文様は口屠上端から大きく外反する頚部にかけて横走羽状の貝殻腹縁刺

てをめぐらせ、口居上面には刺痕文が横走、口縁内面にも斜位の刺痕文がめぐり、その

i工喰走する l本の貝殻腹縁刺痕文で画されている。色調は明るい燈紅色で、胎土に多

.っε砂をふく み、焼成軟弱、器厚 5mmの比較的薄手土器である.他の3片付図33、34)
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はどの部分の破片だかわからないが見)j向の腹紘リilJ浜文が羽状にまじわる破片である。他

の1J~は円層部なき口絃部破片(部 1 [羽38)で羽部に 2本の深くよい民改腹t量点IJl.ll文が横
走し、その上部は無文に研かれて軽〈外反、下部には数条の腹9差点IJi民文が斜行している。

色調灰同色、 胎七に多く砂粒をふくみ、焼成堅紙、~:~J'J: 6 ""。また別の l片(釘4図36)

は門紙部破片で、 n 紋 t~)やや肥厚、 11Jrf上面にはJlu似州浜文が斜行、時l面には微制!な刻日

状の文陳情が数条外反する口頭部をめぐっている。この文様は砕聞がザラ付いていて余り

明確ではないがよく見ると微細な只改・文で、どう比ても縄文とは思えないものである。色

調償紅色で胎土は砂質柿1:、焼成軟弱、日;;:J￥5..。またこれと同刊の儲細な刻目状以波文

を用いた同一個体の破片が32片(第4[.;(139)出土している。それは 1cm輔の板状工具で突

いたように凡える長日の ~jlJ突文を nJi干上山から仙(¥rに2段めぐらせた上捺片で.上)JIliJffl~以

下は無文である.然、し この一見刺突くCに見える文様も，jij記土器片のそれと同じで、よく見

ると拓く微細な刻目状の艮告文で、同市f貝波文は宮城県大寺遺跡などにその例を見るもの

である。日持l隠は口辰部がや主薄くなり心持ち外制、色調陪褐色、胎 1:は砂粒をふくむが、

焼成良好で非常に堅徹、~~厚 6 II!III。

なおまた l片のみの口付部破片(日4[叫37)で波状1'11まをなし、その波頂部の脱出に笑

足が付されており、~:~而文様は短〈斜tií した貝位制官:Czの帯状女を nt止にそって 2*めぐ

らせたものである.色調陥茶褐色、細砂をふくむが枕成堅縁、協厚 6開。

H拡{文時一一本蕗iは大柄な山形述紛文を何重かにIT(ね、重ねた111J防の平行する沈似の聞

にはは怯Jlü紋庄痕文またはj出縁列，1:，1，、文を イ、J" し 、 かつmねた山形述統文の山頂部と作II\D~~ に

は各 1個ずつの詩文が配されたものである。この破)lは本年度39)¥ (お3図26)111士、器

形がほぼ判明するに至った。口縁部は、ド'Jで軽く内tlllし、口屠外面lに小突記が付され、文

様はロ府下に沈線が1本めぐり、そのまた下部は組事，(の大きな山形辿枇文が梢点して口緑

部文峨417をなし、その下総は沈線でjilljされてレる。このtt線乃下は前年度の破)¥-の lつか
ら見て単純の波状文がめぐっているものと思われるψ ?a3:内面には問主条挺女のあるものと

ないものとがある。またこの種沈結文上には従来もそのkに貝号isl(t刈私文を重ねたもの

、その l側に平行に政総iビ痕文を押掠したもの、、ド行枕線の聞に随行の列点文や中l]1u文を

押捺したもの 、 !血縁日:~Ú 交の短条泌を沈糾の上に1I'，f'LIに加えたものなどがあったが、 本年

度はその上に沈線女と比和R文のつくる明rHlに細かいちりめん状のIluH事IJ浜文を宮崎したも

の(第3凶25)などが加って当時使用された貝殻文のあらゆる技法か見られようである。他

に同閣のものだが少し変ったものが新規に8片 (4[>;<'128)出士。 11帰部の形態は破片がな

いので不明だが、 野l!IHlliS文隙はsfl行沈静~~でえが L、た柿点の山形述統文であるが見 )jによっ

てはlJjlれた連続菱形文とも見られるものであるのみならず、この文線引には下部をIllljする

沈線がなく無文になっている。恐らく中J部以下ほ汽えの土器であろう と思われる。また

一風変ったものの 1っとして、山形の民間腹縁セの下に矢張り腹付文でえがいた、似球状

の文織か 2 つ並んだものが 1 片(第 3[~127) ある。またち彫りを思わせる程細い刻線で連

続山形文をえがL、た破片が3片(節41刈29)出上しているが、これにも沈線上によL伐)血縁

庄痕文が付されている。色調茶褐色、IVl:に細砂をふくみ、焼成中位、捺厚6..の小七様

である.
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I額女様一一比較的幅のある柔軟物で描いたように、太く浅くかっ繊維の見える沈線で

J もしくは曲線文をえがし、たものが I類文様であるが、本年度18片(第4図30)出土。

L渋然口縁部破片が見つからないので、器形文様の全体を伺 うことができないが、ほと

.こ〈部全体に広がる縦位文様であること、および本年度の破片には沈線に平行して貝殻

『宝諜東Ij痕文が走っているものが 2片程あるので貝殻文をともなう 土器である ことは明白

f:: -;.った。

K顎文様一一本年度新しく発見したもので35片(第4図44)。器形は口縁部内曲、頚部

てでそ走 り大きく外反している。文様は口居下に 1本の沈線がめぐり、その下には反対方向

・¥行する数条の細い平行線が文様帯をなして口縁部をめぐっており、頭部には中に1本

ちミ吠沈線をはさむ2組の平行沈線がめぐり、胴部文様は無文のよう である。ロ縁部の交差

回する条報文の上には貝殻腹縁圧痕文が軽く押捺されている。色調褐色、焼成比較的堅徹、

写6.m。

L額文様一一新しく 1片(第4閃42)のみ発見。頚胴部と思われる破片で浅く太い直線

内 Z汗沈線が見え、その上部には貝殻腹縁圧痕文が斜め平行にならび、下部には棒頭を傾

'て王.突した太く深い束IJ突文の列点が2段程横走する。色調灰褐色、粘土質で焼成堅徹、

;f!-6 111mの土器である。他に平行沈線の上方に全面斜行の貝殻腹縁圧痕文をもっ破片が3

4図43)あるが、これは平行沈線の反対側に刺突文が見えないので、果して同種土器

であるか否か判断しがたい。色調茶褐色、焼成すこぶる堅徹、器厚6mm。

日頭文様一一新規発見 3}~ (4図40)。口層部は頂点が丸味をもっ大きな波状を呈し、

.二丈様は口層部外面に2~3本の沈線がめぐっている。然しこの沈線は口居部の全周をめ

そ，のではなく、途中から下方にそれで頚胴部文様につながり、 これに代ってまた別

学 Lい平行沈線が口層部をめぐるとし、う具合である。頚胴部文様は平行沈線で画した区

、Jつよ うに見える。貝殻文の存在は余り明確ではないが、沈線文がすべて非常にギゴチ

ー .'で、多分貝穀腹縁で描いた沈線と考える。色調黄褐色、粘土質で焼成脆弱、器厚6

.") r:誌である。

二よと 同種文様だが明らかに別個体のものが1片(第4図41)ある。それは 2本の細かく

るつ手ゴチない平行沈線で頚胴部に崩れた区画文をえがし、たものである。明白な貝殻文の

杭てや地文は全く見えないが、ギゴチない沈線文そのものが貝殻の辺縁で描いたものと

わア る 口層部が欠失しているので器形は全然不明である。色調褐色、大粒の砂粒をふ

むう向上は細かく焼成比較的良好、器形4mmの小土器である。

=士土25一一無文土器片は総数1.040片で非常に多いが、その中には有文土器の下胴部

恒女主が全部含まれている。それ故全面無文の土器片がこの内にどれ位あるかは把握し

'こい ε 口得;部無文のものは 5片のみで、非常に少ないが口縁部に文様なきものは頚胴部に

人誇引ないもの と見るべきで、これら無文の口縁部破片が少数でもあるということは無

こを~~，つ実在することを示すものである。

z'Z二廷の形態についてい うとl片(第4凶47)は口頭内傾し、ロ層部が全体として薄く

Z勺て.、るが、その上になお所々指頭で、つまんだように特に薄くなっている。口居上面は
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明確な波状口縁ではないが多少高低がある.器面と内面に凹凸があって手ずくね風の指

頭圧痕が見られる。 色調茶褐色、胎士は砂粒をふくむが焼成非常に堅般で、器厚8..であ
る。他の1片(第4岡46)はロ辰上面に刻目があり、口縁部の外傾した破片で色調茶褐色、

探面平滑、細砂をふくみ焼成昭微で、探厚51'1111の梢手土器である。また他の 2片(第4図48)

はロ屑1'iISが部くなり 1.]緑許s.<j主体がわずかに内山、外聞には柿走する操浜、内面には斜行の

撚浜文が凡えている。もう1片(第4図45)の口縁部破片ではロ縁部やや内曲、口唐は薄く

なり外聞に斜行する擦痕が認められ、口辰下に径 7"111の貫通小孔がある.色調燈紅色、細

砂をふくみ焼成中位、器厚5..の薄手小土器である。
底部破片は総計5片で内 3片(第4関49)は下端部に明確な小突起をもっ乳頭形尖底土器

である勾他の 1片は外見的にはほとんど下底部の小突記が認められないが、 下底部側壁の

開きが大きくて到底砲郵形とは考えがたい砕形である。最後の1片(節4閑50)は最下端部

が欠落して不明であるが、いくらか下)JJuJ部の細長い尖底土保のようである。

(第9層の石器)

行鍬-~/i;部のえぐり込みの深い、 細長い三角形で片足の欠けたものが 2 個(第4図57. 58

)出上、長さ3cm、烈色の頁岩製。

石匙一一縦形石匙が3個(第4図54--56)内1個はつまみ部の底辺が扶り込まれて二叉状を

呈している。長さが:.J3.5cm、幅 1cm。他の1個はつまみ部の底辺が丸いω 長さ約4.5c/I!、幅

1. 7c/I!、いずれも先制が欠落している。最後の 1個は完型で長さ6cm、幅2cm、先端の鋭く

とがった給形の美麗な石匙でつまみ部の底辺は丸くなっている.

銘状石器一一片面加工の組雑な銘状石総l個 (第4図52)。

石箆一一組雑な片面加工のもの2個(第4図51.53) 0 

削器一一剥片の1片または左右側辺に細かい二次加工を加えた削器が2個(第5図62.64)。

半円形剥片の円形辺総に二次加工したものが1個(節5岡63)。

:(;斧一一片面加工甲高の石斧形打石器1個(第5閃65)。

凹;fi-砂和製2個 (5阿59.60)

聴器一一首1甲形瞭7fiの先端だけに加工した手頃な瞭紛が1個 (卸5図61)。

剥片一一36片。石屑45片。

(第11肘の土器〉

七器片石~:;:類の出 k数量は下記の通りである。(第2表)

トレンチ
遺物1区2区3区的区切7区8区，9区10区四郎13区14区郎卜6区!水洗|計

I 1 1 I 28 I ，1 ! I 521 85， 
77-，- 3 _- ~， 一一一! 59τ 

A洞 Ir\1，~ 
トン外 l竺 ー

レチき起 1

4 

1 

87 15 2 - - -，-;-， 五日7
48 8 2 I ~ I 295 35 

cj両去 I I1  

トソ内田一 I _op--

レチ部議
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以上の本年度出土土器片を、従来の類型にしたがって分類する と次のようになる。

A類押型文一一複線の載頂山形文を陰刻した短搾を、押圧しながら横位に回転したいわ

とる 日計型押型文は、本年度12片出土。内ス片(第5図66)は従来出土したものと同じであ

る.ところが残り9片(第5図67)は、 文様としては日計型と同じであるが、施文原体の棒

~i.工具が非常に長く、 したがって文様も普通の日計型より進かに大形のものとなってい

二具体的にいうと日計型押型文の陰刻した棒状工具の長さは普通ぜいぜい2"""，3cm程度の

E のらしいが本例のものは 4cm以上の長い棒で、日計型押型文と しては前例のない大形の

のではないかと感じている。色調黄褐色:多盆の砂粒をふくみ焼成軟弱で器厚71414。

B額押型文一一陰刻しない短俸を横に回転させながら押圧した文様帯を、上下に数段密

した小瀬ヶ沢型の簾状文で、今年変1)十(第5図68)だけ発見した。ところが今回のもの

!. :: ".(具の長さがわずか414mで極く細かし、簾状文となっている。色調燈黄色、細砂を多量

a ・Tみ焼成すこぶる軟弱、器厚514m。文様の全体および口縁形など全く不明。

C顎押明文一一平行沈綜と簾状押型文とを交互に重ねた小瀬ヶ沢型文様で、本年度7片

苫て.内6片 (5図70)は従来発見しているものと同じものであるが、1片(第5図69)は多少

ハた点がある。従来のものは口居上端に抑担文時があり次に平行沈線文がきているが本

で.ヱ最上端に 1本の沈線がめぐり、その下に餓状押型文帯がくるので、同じ複合押型文

ι?を文順序が少しちがっていることになる。のみならず従来の複合文中の押型文桁は施

.体の長さが1cm程あったのに、 今回のものはそれが僅か4mmで・文様は極端に細かく精細

を極めた複合押型文となっている。部い口層上面には斜行の貝殻腹縁刺痕文らしいも

，_"・見え口縁部全体の器型は内曲している。色調椛紅色、粘土質で焼成良好、器厚514m。

f~押剤.文一一 日計型押塑文の上に横に2 ，.....， 3本の平行沈線を加えたもので、 蛇王洞式と

てt_.&.=うべきものであろうか、本年度はじめてこの種破片が2片(第5図71)出土。口縁形

註拡I武の全体など一切わからない。色調黄禍色、胎土は粘土質で焼成脆弱、器厚7mmの

安:である。

C門縄文系土器一一ー本年度3片発見。内 1)十は従来出土しているものと同じもの(第5

た で色調淡紅褐色、比較的細い原体を用いた単節の縄文である。他の1片(第5図73)

のある撚糸の圧痕文を異方向に交差させたものである。原体は前者同様細い単節の

，で、色調民褐色、胎土は粘土質で焼成中位、器厚5mmの薄手小土器である。

ま七本年度新しく発見した同一個体の破片7片(第5図74)は口縁部が少々内曲、口層部

調に~n'::i~をおいた刻目がめぐり、それ以下の口縁部約 4 (，14幅が細い沈線の格子目文帯を

lt L、その下には浅くて不鮮明な縄文(無節縄文か)が横走して胴部地文をなしている。

h-fj、喝色、胎上に細砂をふくみ焼成中位、器厚5mlllの薄手土器である。

H 思rA.線交:十~ '~:f一一本年度同一個体の破片11片(第 5 図75) 発見.ロ層部がなく、無文

て~，..1 k-': ~ た器聞に 2 本以上の平行沈線を異)j向多角的に交差させたものである。色調淡褐色

~ Iこ全然砂粒をふくまず、焼成すこぶる脆弱な土器で器厚71414。

勝五:l:~~~-ilfÍJ外A トレンチと j同内 C トレンチを合計した無文土器片が 653 片であるが

~C トンンチ分の中には第12間以下のものもふくまれている しまた両ト レンチ共に有文
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土器の下胴部無文部がふくまれているので、第11肘だけのしか大無文土器だけの破片数は

把握しがたい。円縁部無文の破片は総計~1片で第 9 層よりは遥かに多レ。その各々の器形

を見るに平緑で内仙するもの10片。そのほとんどは頭部で軽〈外反するもののようである

から、顕部の縮約する器形のものが多いのであろう。明確に;器形が外反するものは 1片の

み。波状n緑でnJff上面に浅い刻日をもっているものが1J¥-(第5閃80)0 r 1 }岳部器厚が

比較的厚くその上聞が平らなもの6片(第5関81.82) 0 11 服部のみが極端に部くなってい

るものが2片(第5岡79)などである。以上によって昆ると口結部形態は可成り多種多様

であるから、押型女を特色とする第11肘では具殻文を特色とする第9附より、明らかに生

文土器が多いと考えて良さそうである。

底部破片は総数7片内明らかに乳頭状笑記をもつものが2片(第5凶76)。最下端部が欠落

して不明であるが底部が外反り気味の円錐形をなすものl}i-(第5除178)。尖底上器の底部

であることしかわからないものが 2J十、丸底ではないかと，也われるものが2片(第5凶77)

などである。然し平底らしいものは 1Jj-も見つかっていはい。

(第121\'1以下と思われる 1:~~)

711司外A トレンチの第12層以下にはまだ全然手をつけていない。したがって第12限以下の

遺物というのは全部洞穴内部から出 1:したものである。ところが既述のように洞穴内の第

11用以下の府rfはほとんど識別閃難であった。勿論次年度調査ではilfi)火外部で第12肝以下

の造物と肘序を明確化させる積りであるが、本年度は取り敢えずrliIJ7'十Aトレンチ第llF，'?IU

土のものを洞内 C トレンチでも第11肘造物とし、ilfi)外第 9Jけおよび節目附のいずれからも

IIJ 1:しなかったもので、 ilri)内第11肘以下からのみ111上したものを第12J件以下の遺物として

宵定的に処理しておくこととする。

A類爪形文士~lì:一一爪形文1:器片は総計H片山士、内6lî-が口層部破片である。内1片(

第6図83)は口層部掠壁が下部の器壁とJtJ-さが同じで、平らな n居上耐には不整な貝殻条政

文が梢走している。 n居部内而には条浜文に似た浅い凶みが納走しているが、これが文械

であるか苔かは断定しがたい。緯前文様は全体に不整な条浜支が伊{点し、 n}ff下には問問'1¥

をあけて左下りのよい爪形文の点列がめぐっているが、その爪j作文の点列は何段にもなっ

ているらしい。他の口縁部破片1片〈節6図83)は器商文鞍は全く同じであるが、ロ屑部の

器喧ぅ:以下の器qtよりやや部くなり、真面には不整な貝伎条出交が斜行し、その上に細い

沈線が2本口辰と平行に抽走している。色調は両者とも，'H色で、細砂をふくみ焼成比較的

良好、措厚7酬である。 また他の口縁部破片1片は口層部が多少薄くなり 、器面n展下には

横走する不整な貝焼条痕文の上に左下りのよい爪形文が並ひ、日展開i内面は令:く無文であ

る。色調淡褐色、砂粒少なく焼成は中位、器j手5mmのrllj手 1-，~~で、ある。また他の 1)十節 (6

閃85)は口屠部がやや薄くなり、器面口層部約 1cm幅に斜行の貝殻腹紋正浜文が並び、そ

の下方に横走する細い爪形文が2:段程見える。災I回無文色調:n色で砂粒をふくみ焼成中位
、器厚71111l。また1)j-(第6図86)は口層部が薄くなり、器i面には口居間聞の位置に細いJr:

下りの爪形文がめぐり、その爪形文の聞に浅い貝殻束"痕文が 14正斜行してしるのが見え
る。裏面無文。なおこの彼}j-には口居下1.5cmにある爪形女の下に1個の小rt通孔があ
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るs 色調燈黄色、砂粒少な く焼成堅激、器厚5棚の小土器のようである。また他の1片は口

=ポ ド部の器壁と同じ厚さで上面は無文平担、衷面に文様なく 、器面にはかすかに擦痕が

』乙、口居下5mmの位置に従の細い爪形文が般に並列している。色調燈黄色、既成良好、

， ;) mmの薄手小土器である。胴部破片でも太い爪形文のものが2片、細い爪形文のもの

ペ6←(第6図84)ある。

，K上によって見るとこれらの爪形文士掠片は爪形文の押捺の方法、器面地文や哀面文様

ー;言明1:、ロ府部および頚胴部器壁の厚さなど、一見単純に見える土器のようでも意外に

?なパラエテーがあって、個体数も決して少くないことが感じられるのである c

B~特殊沈線文上器一一36片出土(第 6 図87 ) 。 円縁部破片ぷ全くないので器形は不明

lt ¥ 文様は地文が擦棋のように浅い斜行の貝殻条浜文でその上に幅3mm程もある太くか

.. 't't線文が、幾段も横に平行にヲ|かれている。その沈線はすべ て器面をめぐる連続

』そ士線ではなく、長さ約5cm位の断続する沈線であるのみならず、その沈線の両端は共

J乏をおびて、沈線の内部は非常に滑らかで光沢がある。施文具の先端を突き刺して引

を?った普通の沈線では、枕線の頭部末端の形態は角ばっているのに、どうしてこの様に

レト九いのか不思議である。 沈線の内部が滑らかなのは恐らく竹のような樹皮のなめら

・21のを用いたからであろうと思えるが、その点および断続することを原則としている

四七どから考えるとこの文様は単なる沈線ではなく、熊笹のようなものの節闘を弓なり

jさせてその側面を押しつけた押瑚.文の ]柏駅ではなかろうかと考えられる。色調紅

、:'J1:は粘上質で焼成軟弱、~~厚8111m 。

g 条波文土器-6片 (第6岡88~9:?) 出」ニ 。 n 層部が4片あり、その内の1片は口縁部

't，r~し、器面支-様は縦位のあまり鋭くない条線文で、この条線の 1 本は波状口縁の口

ょ にまで達して波頂部を2分している。色調禍色、胎土に砂粒をふくまず、焼成比較

、32厚4111mの薄手小十器のようである。他の3片の口縁部破片は平縁で、条痕文は

ま d ている。色調黄褐色、胎土焼成探厚などすべて同じ。

二.');.;を1:il;}:の条痕文は員殻腹縁を引ずった条痕文よりは遥かに明確で、むしろ押型文の

ニを多分に持っているのであるが、それでいて押型文ほど断面が角張っていないで、丁

-~ ~lil 印 した抑f刊文を上からまた押さえつけたように条の側縁がつぶれてい る のであ

ちよ うな施文方法が用いられているのか今のところ全く見当がつかない。

111刊以下の石部類)

一総数8個出土。 内4個(第 6!~!93~96) は基有!)の扶り込みが大きく人字形に聞い

で、底辺の幅に対し長さが比較的短い石鍬である。内1個は底辺のl隔と長さが全く

1・5cm)で、いわゆる鋤形鍬の形態に近いものである。石質は全部頁岩でl個は暗

、 2 旬 l主的色、 i個は茶褐色である。以上4~困は昨年度地下洞穴外部の第11層から出土

ζのと同形であるから、恐らく i同内でも第11肘に属するものと考える。

t(習 t箔G凶97~lOO) は基部の扶 り込みが非常に浅く、むしろ直線に近いとさえ言え

で去る。内3個は極縛手で先端部近くに肩があり軽微な5角形石鎌を思わせるものであ
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る。 i伺は自主質の粘板岩で表裏両聞が平滑に研磨され、周辺だけがトリミングされたも

のである。先端が欠損しているがこれも先端近くにJd部をもっ石織ではないかと思う.最

後の).J十は厚手の璃硝製で中程に前部があり、その間部以上が急に細くなって錐状を呈し

ている。この種の日があり基部に決り込みのほとんどない石鎌は湘外都11陪では全く見か

けなかったものであるから、爪形文卜.掛などに伴うイi鍬ではないかと考えている。

曲部謄製石斧一一1個(第6関110)。厚さ 7mm、l隔4.5cmのロJJえり精巧な片刃謄製石斧だ

が柄部が欠損両面に少しずつ自然面が残されている。

石箆一一2個(第6図101.102)内1偶長さ5.5cm、制2.7cmの片面加工、灰白色の頁岩製。

他の1例は長さ4cm、幅2cm.の極く部手のT.i箆であるが柄部が槍先のごとく鋭〈尖っている

飴色の頁岩製。

削探一一7Jt-(部6R<1104.105).大小の厚手剥片のl辺に段階状剥離を力11えたものである。

彫器一一1個(第6図103)。尖った厚手長IJ片の両側辺を大きく剥離して錐状に細くし、

更にその先端に剥離を加えて鋭利にしたもので彫~，~的m途が考えられ、これと似たものは

昨年度洞外第11}砕からHI1:している.
尖顕路一一5個(第6閃106. 07) 。いずれも典明的lÎ~告ではないが、 鋲状石器を大きくし

たように基部が九く、先端の鋭〈尖った厚手大形剥片である.

門石一一三個 (6似1 108.109) 。いずれも長さ 20cmfJ~の大形の砂右・にやや乱れた凹みを号

がったものである。

制片一一14 J t- 。 到掠や 1~IJ ~i):にも代用 し得る大形剥}\.である。

有府一一残り全部が石府で非常に多いが、ほとんどみな緋上の水漉しによって得たもの

である。石質はすべて頁おであるが中に1片のみ烈限石が発見されている。

5 系Ji び

本年J.!tの第4?同穴部9K'1 の造物では、 全体の器}形や女級車~J成の明らかになったものが非常

に多かった。これは勿論のこと予期しなかった幸運で、本遺跡貝殻文 七器の資料がこれ

でほとんど出そろったような気がする。然しその結果、従来の乏しい資料で推定した型式

編年に或る程度の修正や補足が必要となってきたことは避けられない事であった。秩田県

教育委員会刊「岩井堂岩陰遺跡発掘調資報告書」では第9層の只殺文七器群を大体岩手県

蛇王i同ilriJ火造物のIV----V府土器〈吹切沢式~物見台式)に同定してきたのであるが、本年
111土泣物によって修正すべきもののlつは、節9m1: aR:rl Iに蛇王irliJWIU)川上保に併行するも

のもあるらしいことである。それは前記文機種獄中の I瀬と J矧で Iは柔軟物でえがいた

ようなよく浅く 、かつ繊維痕の見える[(1:線や曲線の沈線文様をもつもので、J額は口層部

に縦位の粘土紐貼付文があり、球面全体に貝殻腹緑lE浜文を押印して地文となし、ロ后上

端から下方に紐状沈線が流下する士2~である。

次に地下例外;外部の節11mから出上したG類縄文系七掠中の、 n縁部に格子日文JJ阿部に柑l

走縄文あるものは、蛇王7fiiJ第¥1肘十1誌に同定さるべきものである。ところが蛇王洞では押
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ーも工 î;~ \] ~Îから出土している。従って本遺跡節目居からは蛇王洞の第四隅土器と第V1 J曹

の とどが同時に出土していることとなり、矛病しているように思われるが宮城県の大穴遣

ら三どの例から見ると、正方形の格子目文はこの種文様中では最も古い形態のよう である

惜・¥採に横走縄女をもっ本遺跡例の如きはそれが縄文や撚糸文土器をともなう押型文土

コー I ~Lから出土しても決して不思議とは思えないのである。 のみならず青森県の日計や

良地で出 tしたという押型文士器の口縁1'115文様は沈線文だそ うであるから、格子目沈線

てi:混と押型文土器との間柄はなおさら密接であると言えるのではあるまいか。

ょ，こ本遺跡第11層に押型文の種類が非'M~に多いことは従来の報告書で述べた通りであ る

、九年度の発掘で感じさせられたことは従来発見されていた各類押型文の内容も決して

・宝ではな く、同種文様中にも色々とパラエティ ーがあるということである。例えばB類

ιC訟では同じ文様が驚く程細かく精細工巧鍛を;傾めたものとなっていること 、およびA類

z又反対に汚ろく程大きく誇張されたものとなっていることなどである。このように極端

三トも化文は大型化する押型文は他の遺跡では見られないもので、いかに本遺跡が押型文

旦士化の遺跡として秀れたものであり、かっ貴重な遺跡であるかを示すも F であろう。

ちコみ;こ本年度までに出土した押割文の桁知は明確なものだけで合計 6種類49}十である。

戸ラ交あるート掠片は地下洞穴内部からのみIL¥ 1-_し、 j同外節目層からは全然出土しなかっ

三 のであるから、今年度は判定的に第12府以下の造物として取扱ったが、 この内の2J十

二iz六形文とともに貝殻腹縁圧痕文が押印されているし、 5片には横走する貝殻の条痕文

・足元となっている。つまり本遺跡、の爪形文は貝殻文と同居しているのである。そしてこ

，:--"， ，三本遺跡爪形文の編年的位置をきめるm要なキイポイン トであるらとこ ろが面白いこ と
二1':本追跡第9屈のB類文様(貝殻文上器)の i:器片2片の裏面には爪形文を擬した文様があ
E.その爪形状刺突痕の辺縁にはギザギザがあってこれは条助ある貝殻の腹縁で押印し

ニ註:~iい刺突文を爪形文に似せて並べたものである 。 もしこれを表面文様の地位を失っ

て真.文様と化してしまった爪形文の最終形態と見ることができるならば、貝殻文と共存

fるに遺跡の爪形文は表面文様における爪形文の最終形態、と言えるであろう。

」ど来の爪形文は微隆起線文中でハの字形爪形文として誕生、曽根式爪形文の純粋形態を

、最終的には本遺跡土器の立11く貝殻文と同居する時代まで下って くるこ とになるので

，こか 、 ~iÍい押圧縄文と爪形文の同Jgする崎玉県胸部遺跡の土器などは更にまた、 曾根式

ιふム誹上22との間隙を埋める一つの中間形であると見る ことができるかも知れない。

勺こさた地下洞穴内出土のB類特殊沈級文上13は既に述べたようにむしろ押型文の仲間

てーは二かるうかと考えるが、強いてその類例を求めると田戸下層式に非常に太い沈線文が

る=然し これは施文具の先端を総面に突き刺しそのまま引きずった普通の沈線であるか

じ控の豆点は明確に向ばっていて本遺跡 L掠文慌のそれの如く丸くはなっていない。

支た新潟県の室谷j同穴の上回からも押型文土~~片 とともに太い沈線文土器片が出土して

るがそれらの沈線は必要の終った時はじめて切れる普通の沈線で本遺跡の加く断続する

よ ζ を弓HlJとしてヲ|かれた沈線ではなし、。山形県ーの沢洞穴には末端が丸く、かっ断続す

主1・をもつものが押圧縄文文化の後に出現しているが、これが果して厳密に本遺跡のも

15 -



のと同じか否かは不明である。 また前記の宮城県大穴遺跡にはこれと非常によく似た、渋

く太くかっ末端部の丸い沈線が断続的に棋走しているものがあるが、面白いことにはその

沈線文の上部に細い爪形文が2段程横位に並列している。但し報告者興野義一氏は、この

爪形文をギザのない貝殻の腹縁で京IJ突したもの として、真正の爪形文としては取り扱って

いないのである。，4~ うが如く若しそれが貝殻文であれば全然問題にならないが、 矢張り爪

形文であるとするとこの種沈秘文と爪形文の併存関係を示す貴重な資料であると言わなけ

ればならないω
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〔測図1J遺跡の位置
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〔第2図〕
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〔第 3図〕
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〔第4図〕
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〔第5図〕
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〔第6図〕
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